
青鳳会資料　子宮下垂・子宮脱に対する鍼灸治療

令　和1年7月28日

青鳳会講師　吉　野　　　久

Ⅰ．藩　　　呂

鍼灸院に来院する婦人のなかで、時に内陰部痛を訴える患者がある。治療者が男性鍼

灸師である場合には、訴え出にくい疾患だが、私が25年臨床を行なってきたなかでも3′4人の

患者があったので、世間には相当数の、これに悩む婦人があるものと思われる。

当疾患に悩む患者は、当然の事ながら婦人科を受診するが、その半数は検査上、異常がな

いということで、治療に至っていない。しかしながら、泌尿器科を受診した場合、治療がはじまる

場合がある。この理由は後ほと述べるが、この痛みが婦人科・泌尿器科の区別なく、鍼灸によっ

て治るものであれば、大きな朗幸掛こなることは間違いない。

正．病　　態

当疾患の患者から耳にすることは、一様に内陰部（膣内側）が「剣山に刺されるように痛む」

という表現である。また内陰部の療病とともに頻尿を訴える場合が多い。

発癌の機序としては、経年変化により子宮が下垂して、まず腔を圧迫することにより内陰部

の療病が起る。

また同じく子宮の下垂により、勝胱が圧迫されることによって頻尿症状をおこすことになる。あ

るい舶削光を後屈させることによって脛を圧迫して痛みが起ることもある。こうした際には、内診に

よって膀胱癌を認める。

ひどい場合には、子宮脱となるが、さらに膀胱脱、直腸脱まで併発する場合もある。このよう

な症状には、総称して「骨盤臓器脱」と呼ぶ
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※子宮下垂を原因とする頻尿（勝胱炎）の際には、腎・膜胱に細菌は認められ凱1。

患者に共通して言えることは、肥満していることに加えて、比較的、筋が無力質であるとし巧こ

とである。また出産経験の多いことも、大きく影響する。

Ⅲ．泌尿器科での治療

先に子宮下垂症状のある者は、排尿障碍を訴える場合が多いと説明したが、患者

側の自覚症状としては頻尿などの排尿障碍として、まず自覚される。そこで自己触

診や目視での臓器脱が認められる場合のほかは、多くは排尿障碍を訴えて泌尿器科

をおとずれることになる。婦人科よりも、泌尿器科で治療が始まる所以である。

子宮下垂を泌尿器科で治療する手段としては、骨盤臓器脱メッシュ手術法（TVM手術）が

とられるようになってきた。

TVMとは「Tension－freeVaginalMesh」の略で、骨盤臓器を力のかからない自

然な位置に矯正し、その状態で支える手術である。メッシュは骨盤内臓器脱専用の

ポリプロピレン製メッシュが実用化され、①膣と膜月光の間、②膣と直腸の間に挿入

し、アームを骨盤奥の執帯や筋膜に貫通させて固定する。（次ページの図を参照）

切開は脛壁以外には股部と背部に5mm程度4～6箇所行なう。術後は約7日間で

退院となる。（保険が適応、概算で23万円ぐらいの負担）

メッシュとアームの固定場所

①前壁メッシュは勝胱と膣の間に置かれ、固定矧ま閉鎖孔を通って骨盤筋膜腱弓

に固定きれる。

②後壁メッシュは膣と直腸の間に置かれ、固定部は仙棟靭帯に固定される。
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①

濾棚　　　　　　　1仙骨子宮靭帯

2＿　仙錬靭帯

3．骨盤筋農鰹弓

3

1．仙骨子宮靭帯

2＿　仙錬靭帯

3＿　骨盤詰腹腱弓

A　膀　胱

B　子　宮

C　匡　腰

D　　膣

胱
〓
勝

允
主

席

直

見

A
 
C
 
D



Ⅳ．鍼灸治療

鍼灸治療としては、子宮が下垂してこないよう処置することを眼目にする。

その前段階の処置として、帯脈穴などを取って身体全体をいったん緩める。この処置には

身体の左右の偏りを整える意味合いもある。

次に、経外の奇穴である維胞穴※を取って、身体のゆるみを締める処置を行なう。

以上の二段構えの治療を行なうことによって、子宮脱を起こしている患者でも、子宮の腫内

突出はなくなって行く。

※維胞穴：上前腸骨鰊後方から大転子へ伸びている大腿筋膜張筋上にある。大腿筋膿

張筋は、患者を仰向けに寝かせて、下肢を内旋させると顕著に動く筋である。

「維」は大綱、「胞」は子宮であり、まさに子宮をささえる大綱として命名された穴

と思われる。現代中国の臨床経験から確認された穴である。

※発表当日、実技のモデルになった会員から、維胞穴に鍼をすると（金6番1寸6分）、骨盤底

筋が引き締められるように感じるという感想があった。当該の施術をした結果、こうした感想があ

ったことは望外の収穫だった。

【臨床例1】【臨床例21口頭説明
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